
今
度
の
参
議
院
選
は
、
安
倍
政

権
の
暴
走
を
止
め
、
立
憲
主
義
、

平
和
主
義
、
民
主
主
義
を
取
り
戻

そ
う
と
、
市
民
と
野
党
が
初
め
て

力
を
合
わ
せ
て
た
た
か
う
と
い
う

歴
史
的
な
選
挙
で
し
た
。
市
民
と

野
党
の
共
闘
は
大
き
な
力
を
発
揮

し
、
沖
縄
、
福
島
を
は
じ
め
、
11

の
１
人
区
で
勝
利
す
る
な
ど
政
権

交
代
へ
の
展
望
を
示
す
大
事
な
成

果
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
結
果
に
お

い
て
は
、
衆
・
参
合
わ
せ
て
改
憲

勢
力
が
三
分
の
二
の
議
席
を
占
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

安
倍
首
相
は
、
選
挙
戦
を
通
じ

て
憲
法
問
題
に
は
一
言
も
触
れ
な

か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
選
挙

が
終
わ
る
と
、
「
憲
法
改
定
は
自

民
党
の
結
党
以
来
の
悲
願
」
「
谷

垣
総
裁
時
代
に
憲
法
改
正
草
案
を

示
し
て
い
る
」
そ
し
て
、
「
９
条

だ
け
で
な
く
、
前
文
か
ら
全
て
を

含
め
て
変
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
国
民
は
改
憲
問
題
を

白
紙
委
任
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
共
同
通
信
の
出
口
調
査
で

は
、
「
安
倍
政
権
下
で
の
憲
法
改

正
」
に
つ
い
て
は
選
挙
に
行
っ
た

国
民
の
50
％
が
反
対
し
、
賛
成
は

40
％
だ
っ
た
こ
と
も
抑
え
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

安
倍
首
相
は
、
「
自
分
の
在
任

中
に
憲
法
改
定
を
行
い
た
い
」
と

言
い
ま
す
。
任
期
は
２
０
１
８
年

９
月
ま
で
、
あ
と
２
年
と
少
し
で

す
。
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
く

る
で
し
ょ
う
。

最
終
的
に
は
国
民
投
票
と
な
り

ま
す
。
憲
法
を
守
る
私
た
ち
の
側

も
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
て
ゆ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
選
挙
に
行
か

な
か
っ
た
人
に
理
解
で
き
、
自
民

党
、
公
明
党
な
ど
改
憲
派
に
投
票

し
た
人
た
ち
に
も
わ
か
る
よ
う
に
、

安
倍
首
相
の
狙
う
改
憲
の
中
身
を

て
い
ね
い
に
話
し
て
ゆ
く
こ
と
が

大
事
で
す
。
多
く
の
国
民
に
安
倍

首
相
が
狙
っ
て
い
る
も
の
が
わ
か
っ

て
く
れ
ば
、
必
ず
改
憲
は
止
め
ら

れ
ま
す
。

す
で
に
東
京
で
は
、
安
倍
自
公

政
権
の
暴
走
を
止
め
る
、
都
知
事

選
が
た
た
か
わ
れ
て
い
ま
す
。
参

院
選
で
野
党
を
後
押
し
し
、
共
闘

を
成
功
さ
せ
た
「
市
民
連
合
」
も

「
野
党
統
一
候
補
・
鳥
越
俊
太
郎

と
市
民
が
つ
く
る
都
政
の
実
現
へ
」

と
声
明
を
出
し
、
立
憲
主
義
と
平

和
主
義
と
民
主
主
義
を
回
復
し
、

個
人
の
尊
厳
を
守
る
政
治
を
首
都

東
京
で
実
現
さ
せ
よ
う
と
立
ち
上

が
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
日
本
平
和
委
員
会
も
、

鳥
越
氏
が
掲
げ
る
公
約
や
安
倍
政

権
の
憲
法
改
悪
や
憲
法
破
壊
の
暴

走
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
決
意
は
、

平
和
委
員
会
の
目
指
す
方
向
と
完

全
に
一
致
す
る
と
指
摘
し
、
全
国

的
な
支
援
を
呼
び
か
け
て
ゆ
く
こ

と
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

憲
法
を
守
る
新
た
な
た
た
か
い

を
全
力
で
進
め
ま
し
ょ
う
。

（
三
輪
矩
正
）

東
富
士
で
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓
練

が
行
わ
れ
、
静
岡
市
平
和
委
員
会

も
２
日
間
監
視
行
動
に
参
加
し
ま

し
た
。
今
回
の
訓
練
は
、
７
月
16

日
～
20
日
。
各
日
７
時
～
22

時
。
４
機
の
オ
ス
プ
レ
イ
が

離
発
着
訓
練(

空
挺
降
下
を

含
む)

を
行
う
、
と
い
う
も

の
で
し
た
。
し
か
し
、
東
富

士
で
行
っ
た
訓
練
は
、
７
月

19
日
の
１
日
だ
け
。
そ
れ
も

夜
間
に
６
機
が
離
発
着
訓
練

を
行
っ
た
だ
け
で
、
予
定
さ

れ
て
い
た
空
挺
降
下
訓
練
は

行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
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美術と戦争

少し前のことだが、県立美術館の

「東西の絶景」展を見た。その時、伊

藤若冲、横山大観、マネ、ゴーギャン

など洋の東西の大家に混じって徳川慶喜の小さな風景画

があった。何の変哲もない田舎の景色の中に小さな家が

描かれている。しかし、素人離れがした筆致の油彩画だっ

た。明治になり暇をもてあました慶喜の道楽の一つだっ

たのだろう。

ところで、慶喜といえば、鳥羽伏見の戦いで敗走した

幕府軍を大阪城に迎え、将兵を奮い立たせる名演説をし

たという武勇伝をもつ。ところが、その舌の根も乾かぬ

うちに一転してその夜軍艦海陽丸に乗り込んで江戸まで

逃げ帰っている。そして、薩長軍に対し、恭順を表明、

江戸を明け渡している。 薩長軍はさらに戦争を続けたかっ

たふしがあり、その後も東北・北海道と戦争は続いてい

く。多くの犠牲者を出しながら、ひとり自らの安全を図っ

た慶喜の処し方は情けないというほかはない。

しかし、もし慶喜が江戸で一大決戦を構えたら、戊辰

戦争はさらに大勢の犠牲者を出したことは間違いない。

慶喜を平和主義者だというつもりはないが、彼の絵のタッ

チの繊細さを見ると、こういう絵を描く人は戦争は苦手

かも知れない、と妙に納得してしまった。（合戸 政治）
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一
六
三

五
年
、
三

代
将
軍
徳

川
家
光
は
、

上
洛
の
途

中
駿
府
に

立
ち
寄
り
、
町
民
に
米
一
万
石

（
量
は
諸
説
あ
る
）
を
提
供
し
た
。

駿
府
町
民
が
駿
府
城
や
久
能
山
東

照
宮
の
清
掃
な
ど
を
負
担
し
て
い

た
た
め
だ
っ
た
が
、
年
貢
を
巻
き

上
げ
る
ば
か
り
の
幕
府
に
し
て
は

異
例
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
町
民
は
、

町
ご
と
に
そ
れ
を
分
配
し
た
が
、

端
数
が
出
た
の
で
、
換
金
し
て
釣

鐘
を
鋳
造
し
た
。
こ
れ
が
「
時
之

鐘
」
で
、
両
替
町
の
鐘
楼
か
ら
明

け
六
つ
・
暮
れ
六
つ
の
時
を
知
ら

せ
、
非
常
時
に
は
刑
法
の
役
目
も

果
た
し
た
。

明
治
に
入
っ
て
火

災
に
遭
い
、
鐘
楼
は
消
失
、
釣
鐘

は
市
役
所
の
倉
庫
に
移
さ
れ
、
文

明
開
化
の
風
潮
の
中
で
忘
れ
ら
れ

か
け
て
い
た
。
一
九
一
一
年
（
明

治
四
四
年
）
、
谷
津
山
西
麓
の
清

水
寺
が
こ
の
鐘
の
払
い
下
げ
を
受

け
、
鐘
楼
も
新
設
し
た
。
「
時
之

鐘
」
は
こ
う
し
て
蘇
っ
た
の
だ
が
、

戦
時
中
に
「
金
属
供
出
」
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
現
在
の
鐘
は
、
戦
後

復
元
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
戦
争

は
、
多
く
の
文
化
財
も
失
わ
せ
る
。

そ
の
中
に
は
、
日
本
人
が
自
ら
棄

て
た
も
の
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

清
水

駿
一

風の
子

改
憲
阻
止
へ
新
た
な
た
た
か
い
を

憲
法
守
れ
！
は
多
数
の
声

オ
ス
プ
レ
イ
の

訓
練
監
視
行
動

監視中腕時計に遊ぶヒョウモンチョウ

つむじ風
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五
月
号
本
紙

の
松
永
一
雄
さ

ん
の
戦
時
中
体

験
談
を
読
ん
だ
。

戦
争
体
験
を
語

り
継
ぐ
、
あ
る

い
は
最
近
で
は

大
震
災
を

語
り
継
ぐ
な
ど
「
語
り
継
ぎ
運
動
」
の
大

切
さ
が
叫
ば
れ
て
い
る
。

私
は
こ
の
ご
ろ
、
こ
の
「
語
り
継
ぐ
」

と
い
う
こ
と
は
「
昔
の
人
と
手
を
繋
ぐ
」

こ
と
な
ん
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

と
い
う
の
も
最
近
、
宇
津
ノ
谷
峠
の

「
蔦
の
細
道
」
ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て

『
蘿
径
記(

ら
け
い
き)

』
の
碑
文
を
読
ん

だ
か
ら
だ
。

蘿
（
ら
）
・
・
蔦(

つ
た)

葛(

か
ず
ら)

径
（
け
い
）
・
・
細
道

と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
、
文
政
十
三
年

（
一
八
三
〇
）
八
月
の
日
付
の
あ
る
こ
の

石
碑
は
、
当
時
の
駿
河
代
官
・
羽
倉
簡
堂

(

は
ぐ
ら
か
ん
ど
う)

が
建
て
た
も
の
だ
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
簡
堂
は
新
道
開
通
の

結
果
、
人
々
の
通
行
が
途
絶
え
忘
れ
ら
れ

消
え
か
か
っ
て
い
た
蔦
の
細
道
を
惜
し
み
、

せ
め
て
峠
道
の
入
り
口
だ
け
で
も
明
示
し

て
人
々
の
記
憶
に
と
ど
め
た
い
と
思
っ
た

の
で
あ
る
。

「
蔦
の
細
道
」
に
は
、
簡
堂
に
そ
う
思
わ
せ

る
だ
け
の
歴
史
的
文
学
的
価
値
が
あ
っ
た
。
古

く
は
平
安
初
期
の
在
原
業
平
が
こ
こ
を
通
り

「
駿
河
な
る
宇
津
の
山
辺
の
う
つ
つ
に
も
夢
に

も
人
に
逢
わ
ぬ
な
り
け
り
」

と
、
京
に
残
し
て
き
た
恋
人
に
現(

う
つ
つ)

に

は
も
ち
ろ
ん
夢
で
さ
え
も
会
え
な
い
と
い
う
嘆

き
の
歌
を
詠
ん
だ
。
そ
れ
以
来
、
宇
津
ノ
谷
峠

は
和
歌
の
名
所
と
な
り
、
数
多
く
の
文
人(

ぶ

ん
じ
ん)

墨
客(

ぼ
っ
か
く)

が
和
歌
を
詠
み
、

紀
行
文
に
記
す
場
所
と
な
っ
た
。
し
か
る
に
、

豊
臣
秀
吉
が
北
条
攻
め
の
際
、
大
軍
の
移
動
に

不
便
な
こ
の
道
の
代
わ
り
に
新
道
を
建
設
し
道

巾
の
広
い
立
派
な
道
を
開
通
さ
せ
た
。
そ
し
て
、

蔦
の
細
道
は
い
つ
し
か
忘
れ
ら
れ
消
え
失
せ
そ

う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
碑
文
を
読
ん
だ
と
き
、
私
は
、

二
百
年
近
く
も
昔
の
簡
堂
さ
ん
の
想
い

を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
、
改
め
て
「
蔦
の

細
道
」
を
後
世
に
伝
え
続
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。
こ
の
時
、

私
は
簡
堂
さ
ん
の
手
と
繋
が
っ
た
の
で

あ
る
。
簡
堂
さ
ん
は
石
碑
を
建
て
た
時
、

在
原
業
平
の
手
と
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
。

業
平
以
来
、
千
二
百
年
の
間
こ
の
道
を

通
り
、
ま
た
、
道
の
保
存
に
心
を
砕
い

た
無
数
の
人
々
と
現
代
の
私
た
ち
は
手

を
繋
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
簡
堂
さ
ん

は
日
本
の
優
れ
た
歴
史
的
文
学
的
遺
産

の
記
憶
を
増
幅
す
る
増
幅
器
と
し
て
働

い
た
の
で
あ
り
、
私
た
ち
は
今
ま
た
そ

の
増
幅
器
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

松
永
さ
ん
は
「
工
場
（
軍
需
工
場
）

の
中
は
泥
棒
が
多
く
、
ま
る
で
し
ょ
う

が
な
か
っ
た
。
」
「
周
り
の
行
員
ま
で

も
が
“
寸
足
ら
ず
”
と
私
を
ば
か
に
し

た
。
」
と
書
い
て
い
る
。

弱
者
（
と
思
わ
れ
る
者
）
を
い
じ
め
、
不
正

が
横
行
す
る
の
は
社
会
全
体
の
シ
ス
テ
ム
が
理

不
尽
さ
を
増
し
て
い
る
と
き
、
必
ず
現
れ
る
現

象
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
証
言
に
深
く
耳
を
傾

け
、
今
の
私
た
ち
の
生
活
や
社
会
の
中
の
理
不

尽
さ
を
見
抜
く
目
や
耳
を
し
っ
か
り
養
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。

戦
争
体
験
は
人
類
遺
産
で
あ
る
。

各
校
の
記
念
誌
等
に
み
る

豊
川
海
軍
工
廠

見
付
高
等
女
学
校

焼
津
高
等
裁
縫
学
校

伊
東
高
等
女
学
校

気
賀
高
等
女
学
校

誠
信
高
等
女
学
校

浜
松
市
立
高
等
女
学
校

浦
川
高
等
女
学
校

二
俣
高
等
女
学
校

森
町
高
等
女
学
校

当
時
の
学
校
名

磐
田
北
高
等
学
校

焼
津
高
等
学
校

伊
東
高
等
学
校

浜
松
湖
北
高
等
学
校

浜
松
開
誠
館
高
等
学
校

浜
松
市
立
高
等
学
校

廃
校

天
竜
高
等
学
校

遠
江
総
合
高
等
学
校

現
在
の
学
校
名

年月日【昭和】 事 項

19/８/23 女子挺身勤労令公布・施行

19/11/23
米軍機、工廠を上空より写真撮影。工廠に爆撃を行う
際の効果を分析

20/５/19
工廠初の被爆。指揮兵器部第一機械工場付近が被弾。3
0余人の犠牲者がでたという。また市内土筒･当古･雨谷
にも爆弾落下し７人の犠牲者がでる。

20/７/１ 工廠上空から多数のビラ（伝単）がまかれる。

20/７/15
工廠にＰ51（ムスタング）来襲。銃架工場被弾し負傷
者あり

20/７/24 工廠上空から多数の降伏勧告ビラ（伝単）がまかれる

20/８/６ 広島に原子爆弾投下される

20/８/７
豊川海軍工廠被爆。米軍Ｂ29爆撃機124機、Ｐ51戦闘機
45機による爆撃を受け事実上壊滅。死者は2千５百人以
上、負傷者は１万人以上とされる。

◆豊川海軍工廠のあゆみ（抜粋）

①
浦
川
高
女

他
の
資
料
で
は
四
人
の
死
者
、

と
あ
る
が
『
浦
川
中
学
校
三
十

年
の
あ
ゆ
み
』
『
浦
小
の
百
年

誌
』
『
佐
久
間
町
史
』
で
は
記

述
な
し
。

②
焼
津
高
裁

卒
業
生･

宮
崎
み
つ
江
、
豊

川
工
場
に
出
勤
中
戦
死
。
（
挺

身
隊
員
）
『
学
園
１
０
０
年
の

歩
み
』
よ
り

③
伊
東
高
女

井
原
寛
子
・
杉
本
幸
子
（
共

に
四
年
生
）
戦
死
。
『
創
立
五

十
周
年
記
念
誌
』
よ
り

④
気
賀
高
女

山
下
千
代
子
・
鈴
木
葉
子
・

小
山
ち
よ
子
・
金
子
花
枝
、
四

人
の
死
者
。
『
平
成
26
年
創
立

１
０
０
周
年
記
念
誌
』
よ
り

⑤
森
高
女

鈴
木
満
貴
子
死
亡
『
創
立
九

十
周
年
・
開
校
記
念
誌

森
高

女
で
紡
い
だ
青
春
の
群
像
』
よ

り

ア
メ
リ
カ
軍
は
、
空
襲
の
参

考
と
す
る
た
め
、
昭
和
19
年

（
１
９
４
４
年
）
に
上
空
か
ら

豊
川
海
軍
工
廠
の
写
真
撮
影
を

行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和

20
年
（
１
９
４
５
年
）
８
月
７

日
、
Ｂ
29
爆
撃
機
１
２
４
機
と

Ｐ
51
戦
闘
機
45
機
に
よ
っ
て
豊

川
海
軍
工
廠
を
空
襲
し
た
の
で

す
。
午
前
10
時
13
分
か
ら
わ
ず

か
30
分
の
間
に
３
２
５
６
発
も

の
５
０
０
ポ
ン
ド
爆
弾
（
２
５

０
キ
ロ
爆
弾
と
も
言
う
。
実
際

に
は
２
２
６
・
５
㎏
）
が
落
と

さ
れ
、
工
廠
は
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

豊
川
海
軍
工
廠
の
空
襲
は
す

さ
ま
じ
い
も
の
で
し
た
。
２
５

０
０
人
以
上
の
命
が
奪
わ
れ
、

そ
の
数
倍
の
人
々
が
け
が
を
し

ま
し
た
。
死
者
の
中
に
は
、
国

民
学
校
の
児
童
生
徒
や
女
子
挺

身
隊
も
含
ま
れ
、
家
族
や
友
人

は
と
て
も
悲
し
み
ま
し
た
。
こ

の
空
襲
に
よ
っ
て
、
工
廠
の
施

設
は
ほ
と
ん
ど
破
壊
さ
れ
、
一

面
の
焼
け
野
原
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
豊
川

海
軍
工
廠
で
は
兵
器
の
生
産
が

再
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
焼

け
跡
の
片
付
け
も
ま
ま
な
ら
な

い
８
月
15
日
に
終
戦
を
迎
え
ま

し
た
。
『
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
豊
川

海
軍
工
廠
』
豊
川
市
平
和
都
市

推
進
協
議
会
・
編
よ
り

※
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、

豊
川
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
大
空
襲
に
よ
る
被
害

◆豊川海軍工廠に
学徒動員された学校

（静岡県下）

◆
各
校
の
記
念
誌
等
に
み
る

豊
川
海
軍
工
廠
の
死
者

読
者

の
声

昔の人と手を繋ぐ ― 小川 雄大 ―

↑豊川海軍工廠動員生徒が
胸につけていたプレート


